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『地方は復活する』出版の意義
〜三大学院共同シンポジウムの到達点〜
札幌大学大学院経済学研究科　
教　授　松本　源太郎
司会：それでは，報告に参ります。まず最初の報告は札幌大学大学院経済学研究科の松本
源太郎先生より，「『地方は復活する』出版の意義−三大学院共同シンポジウムの到達
点」と題してご報告をいただきます。
松本：だいたいの報告内容については，レジュメに２ページにわたって書きました。資料
として，これまでのシンポジウムのプログラムをここに掲載しておりますので，ご確認い
ただければ幸いです。
　私たち３人の共同編集者は，足かけ２年，一緒に仕事をして参りました。若くフレッシ
ュなお二人と仕事をさせていただき，大変楽しかったです。私は２年間で若返ったような
気がいたしました。今年はちょうど３.１１の震災の後に編集者会議を予定していたのです
が，震災後の混乱がありましたのでキャンセルいたしました。そして初夏に，お二人に
札幌へ足を運んでいただきました。原稿が集まり，それを８月初旬に，東京神田の出版社
報告①
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に届けました。そのときに，３人で出版社の社長に面接していただきました。この方は，
６０年安保当時の明治大学の闘志であった方で，大変厳しい方でした。この本が売れると
思っているのか，などと厳しい言葉もいただき，一時はどうなることかと思いましたが，
社史などをお話しするうちに大分うち解けまして，最後は酒も酌み交わし，話が順調に進
みました。大変有意義な編集会議であり，その後，この出版社に大変詳しく原稿を読んで
いただき，引用のあやふやさ，スペルなどのチェックをしていただきました。中扉や表紙
も，ずいぶんと意匠を尽くしていただき，立派な本に仕上げていただき，感謝しておりま
す。
　我々３人は，普段はメールでやり取りをしております。また，昨年は鹿児島で，ことし
は札幌と東京で話を積み重ねながらやってきました。その中で，共通して考えたことを，
序章に書かせていただきました。そのことについて，少々話をさせていただきます。これ
は私たち編集者の意気込みを皆さんに聞いていただきたいという，いわばサプライズで
す。ご了承ください。
　我々の基本的な意識は，こういうことです。戦後これまで
に，政策的に富の地域分散というかけ声が高かったけれども，
結局は政府が行ったのは東京一極集中です。工業化というの
は，とりもなおさず規模拡大，あるいは生産や消費の集中とい
うことだったと思います。その間，経済発展の裏側で地域格差
は広がりました。そして今は，地方の努力が大切だと言われて
おります。しかし果たしてそれでいいのだろうかと思います。
地方は地方で努力しなさいというのが政府の方針であると見受
けられますが，しかし我々はそう思わない。やはり全国的な規
模での対応が不可欠であるという意識を持っています。
　ここに，これまでの国土政策をまとめました。時代々々における国土政策の，いわば目
標と，実質ＧＤＰの成長率です。そして県民一人当たりの総生産，そして県民所得の変動
係数。この数値が大きいほど，地域格差が大きい。６２年に初めて「全総」が出されまし
て，９８年には「多軸型国土形成の基礎づくり」となりました。この間，経済成長ととも
に地域間格差が縮まってきた。しかしその後，格差が再び広がり，横ばいになった。こち
らを見ると，先ほどよりもっと歪みが出ている。この時代から，もっと格差が拡大してい
るのがわかるのではないでしょうか。
　これを，こういうもので求めました。４７都道府県を一人当たり総生産の平均値で上と
下に分けました。上位地域の歪度，下位地域の歪度，これをこの期間に計ってみました。
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そうすると，上位の地域の歪度が拡大しています。もっと注目すべきものですが、下位の
地域の歪度が，下の方にさらに拡大しているわけですね。それはどういうことかと申しま
すと，貧しい地域はもっと貧しくなって固定化しつつある。一部の豊かな地域が，突出し
て豊かさを増しているということが言える。これが，先ほどいった一極集中とその他大
勢です。東京と，全国平均ですね。全国平均で考えがちですけれど，上と下の平均値を区
別したわけですね。ここに大きな特長がある。やはり我々はこれを見過ごすことができな
い。これが，３人の編集者の一致した思いです。
　一方，日本全体としてはグローバル化。これは避けられない環境と考えています。そう
すると，古典的な仮説が考えられます。貧しい地域から資源が移動する，労働人口が移動
する。そうすると，貧しい地域の一人当たりの限界生産性が高まる。一方，豊かな地域で
は限界生産性が低下するので，新古典派的な考えで言うと，人口の移動によって地域間の
富裕度あるいは格差は小さくなって，こういうところで均衡すると考えがちです。これは
新古典派のひとつの命題です。
　しかし我々は，そうではないと考えています。貧しい地域から労働力が移動します。移
動しやすい人，移動しにくい人はどういうタイプかと言いますと，まず移動しやすい人
は，移動するコストが少ない人です。今まで，自分たちがその地域で蓄積してきたさまざ
まな資源を手放す，そのコストが少ない人ですね。それから，違う地域に移って獲得でき
る所得が多い人。これが，他の地域に移動しやすい人です。移動しにくい人は，それまで
自分たちの地域に蓄積してきた資源・富を抱えており，移動することによってそれを大き
く失う人です。そして，その後に獲得できるであろう所得の少ない人。これが移動しにく
い人ですね。そうすると現実に起きているように，地方には生産性の低い老人などが残さ
れて，若い人は東京などに流出するということが起こるであろう。これが我々の仮説なん
ですね。つまり，新古典派の仮説とはまったく正反対なんです。そうしますと，地方の限
界生産性曲線は，下に向かってシフトします。こういうところから下の方に移動します。
　一方都会など，生産性の高い人たちが集まった地域では購買力が高いでしょうから，限
界生産性も高くなります。そうすると，最初にあったところより，均衡点はもっと，金持
ちの地域から貧乏な地域へと移動します。こういった現象が，我々が今観察している現実
の日本なんだという理解です。ですからこのままでゆけば，地域間の格差はますます拡大
する一方であろうということです。
　先ほど申しましたように，これは地域だけの問題ではなく，全国的な視野の中で地域の
再生をどうするかという政策的な取り組みが必要であるというのが，我々３人共通のメッ
セージであります。これをご理解いただきたいと思い，序章を書きました。やはり，産業
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振興と，産業を支える人が地域の経済成長を左右する。企業や工場の施設は重要だが，補
助金が安い。地域はこれでがんばりなさいという政策を政府は進めてきたわけです。とこ
ろが，それではうまくいかない。三重県にあるシャープの工場も撤退しつつありますね。
やはり全国的な視野の中で政策を考えなければいけない。地方に任せっきりにしている。
地方ががんばればなんとかなるという例として政府は持ち上げてきた。しかし，それであ
れば，うまくいきませんよという例を我々は突きつけられているんですね。そういった視
点の相違を前提にしてこの本を編集したということをご理解いただきたいと思います。
　以上，我々編集者の思いを伝えることで，発表に代えさせていただきたいと思います。
どうもありがとうございました。
【報告①　レジメ】
　札幌大学・沖縄国際大学・鹿児島国際大学の共同シンポジウムを始めて１０年目，しかも
これまでの報告を論文集にまとめて成果を世に問う『地方は復活する――北海道・鹿児
島・沖縄からの発信』（日本経済評論社）を刊行でき，感激で胸がいっぱいです。２００１
年に札幌大学が経済学研究科設置を文部省に申請しましたが，その準備に追われた日々を
思い出します。
　当時の設置準備室長は経済学部長（初代研究科長）の黒柳俊雄先生で，石坂昭雄先生
（２代目の研究科長）と私が補佐させていただきました。黒柳先生はとにかく馬力があり
（北海道で使われる，エネルギーに満ちているという意味），設置準備に５月の連休も返
上，議論は深更に及ぶことも珍しくはありませんでした。ただそれは苦労ではなく，地域
に貢献する研究科を創造するのだ，という意欲が勝っていたように思います。
　北海道だけでなく，全国的に見ても特色ある研究科を作りたいという気持ちでいたとこ
ろ，たしか，２００１年の３月だと思いますが，黒柳先生を恩師と仰ぐ沖縄国際大学の渡久
地朝明先生が来札し，沖縄国際大学における研究科設置のご苦労を伺う機会があり，地域
経済政策専攻という専攻名と地方にある研究科が連携する構想が出てきたと思います。
　構想はできたものの，それまで全く交流のなかった３大学院が果たして共同シンポジウ
ムを続けることができるのか，大変不安な船出でもありましたが，「案ずるよりも産むが
易し」の通り，初対面の研究者であっても，地域が抱える課題に何とかして貢献したいと
いう真摯な態度が共通で，このように毎年欠かさず研究報告と討論を重ねることができま
した。これは喜びであると同時に，わが国の地域経済が直面する課題がいかに深刻である
かが，研究者の研究意欲・討論意欲をかき立てているという一面もあります。地方で活動
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するわれわれ研究者の役割がいよいよ重くなっている，と気持ちを引き締めなければなり
ません。今回のシンポジウムからまた次のステップに向けて互いに研鑽を積まなくてはな
りません。
　ところで，今回の出版について少しお話ししておこうと思います。共同シンポジウムの
企画は，まず，共通論題の設定からはじまります。これが以外と難しいのです。添付した
資料を見ますと，よくその時代の課題に対応した共通論題となっている，３大学院の意向
を一つにまとめ，各大学院で適切な発表者をそろえたな，と改めて感心します。
　出版の企画にあたっては，まず各大学院の編集責任者を選び，この責任者が連絡を取り
合い，掲載すべき報告を選び，発表者に論文に仕上げるよう要請した上で，書物の基調と
なる｢序文｣を書きました。みなさんも体験してきたように，レジュメを作って発表するこ
とと，論文として文章化することの間には大きな差があります。多くの執筆者は新たに論
文執筆を要請されることになりましたが，ほとんどスケジュールに遅れることなく，今回
のシンポジウムに十分間に合う刊行となりました。
　論文が集まってからも編集作業を続け，やはりface to faceの作業がいちばん信頼でき
るもので，今年度はすでに札幌と東京と，われわれは２回の編集会議を行いました。８月
には東京神田にある日本経済評論社に出かけ，栗原社長，編集者の清さんと厳しいやりと
りの後で美味しいお酒をごちそうになり疲れも吹き飛びました。その後，編集者が梶原さ
んに変わりましたが，日本経済評論社の仕事ぶりは大変丁寧でした。あらためて，この出
版社をご紹介いただいた鹿児島国際大学の衣川先生にお礼申し上げます。
　ということで，松本・村上・菊地の編集責任者の仕事も終えることができ，楽しく，熱
くやりとりしたことがもうないのかと思うと少し寂しいところもあります。これからま
た，新たな陣容でシンポジウムと出版の企画に挑戦していただくよう希望します。以下に
これまでの三大学院共同シンポジウムのプログラムを掲載します。これまでのわれわれの
営みを確認し，さらに研究・討論を拡大・深化させましょう。
三大学院共同シンポジウムプログラム
第１回　２００２年１２月１４日　「地域経済の阻害要因とその展望」
コーディネーター　　　　　　　　　　　　　　　　黒柳　俊雄（札幌大学）
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ベストミックス型の地域経営　　　　　　　　　　　菅井　憲郎（鹿児島国際大学）
沖縄県経済の発展の阻害要因　　　　　　　　　　　渡久地朝明（沖縄国際大学）　
経済のサービス化と地域経済　　　　　　　　　　　松本源太郎（札幌大学）
コメンテーター　　　　　　　　　　　　　　　　　クリストファー・ポカリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（クイーンズランド工科大学）
討論
第２回　２００４年１月２４日　「地域経済の活性化と関係主体」
総合司会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵜池　幸雄
テーマ解題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名城　　敏
基調講演テーマ
北海道における自立的地域振興事例の展開過程―士幌町農協による馬鈴薯を核とした産業
集積と新世代農協への転身可能性―　　　　　　　　長尾　正克（札幌大学）
焼酎ブームをこえて―焼酎三合が抱える課題と対策―　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅井　憲郎（鹿児島国際大学）
公共投資の島嶼社会に及ぼすインパクト―沖縄県北大東島の事例―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富川　盛武（沖縄国際大学）
パネル・ディスカッション
コーディネーター　　　　　　　　　　　　　　　　廣瀬　牧人（沖縄国際大学）
地域づくりのラビリンス（迷宮）と視座　　　　　　砂川　徹夫（沖縄国際大学）
市町村財源の現状と課題　　　　　　　　　　　　　前村　昌健（沖縄国際大学）
地域経済・農業と甘味資源　　　　　　　　　　　　兪　　炳強（沖縄国際大学）　
第３回　２００４年１２月１７日　「地域づくりを考える」
コーディネーター　　　　　　　　　　　　　　　　水谷　守男（鹿児島国際大学）
札幌都心における大規模再開発事業の評価―ＪＲタワー開業インパクトによる都心核構造
変化と今後の都心環境のあり方―　　　　　　　　　鈴木　聡士（札幌大学）　
沖縄における経済と企業経営に関する一考察　　　　村上　了太（沖縄国際大学）
鹿児島市谷山地区中心商店街の活性化とまちづくり　衣川　　恵（鹿児島国際大学）
都市と集住形態　　　　　　　　　　　　　　　　　松井　宏方（鹿児島国際大学）
討論　
コーディネーター　　　　　　　　　　　　　　　　水谷　守男（鹿児島国際大学）
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第４回　２００５年１２月１０日　「地域開発と環境問題」
阿房煙突から始める環境経済学　　　　　　　　　　綱島不二雄（札幌大学）　　　
環境に優しい商店街造り　　　　　　　　　　　　　菅井　憲郎（鹿児島国際大学）
環境問題と企業経営　　　　　　　　　　　　　　　村上　了太（沖縄国際大学）
環境に優しい農業経営　　　　　　　　　　　　　　長尾　正克（札幌大学）
パネルディスカッション
第５回　２００６年１２月９日　「構造改革と地域社会」
はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富川　盛武（沖縄国際大学）
構造改革について　　　　　　　　　　　　　　　　前村　昌健（沖縄国際大学）
「構造改革」と北海道市町村―夕張・合併・道州制―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩崎　　徹（札幌大学）
奄美の地域開発政策と構造改革　　　　　　　　　　菊地　裕幸（鹿児島国際大学）
構造改革と沖縄の自治　　　　　　　　　　　　　　佐藤　　学（沖縄国際大学）
パネルディスカッション
総合司会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富川　盛武（沖縄国際大学）
第６回　２００７年１２月８日　「グローバル時代の地域経済」
はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衣川　　恵（鹿児島国際大学）
鹿児島県の持続的発展に向けて　　　　　　　　　　小林　隆一（鹿児島国際大学）
グローバリズム時代の北海道地域経済　　　　　　　岩崎　　徹（札幌大学）
沖縄観光における海外観光客誘致について　　　　　富川　盛武（沖縄国際大学）
経済のグローバル化と地域企業の国際化　　　　　　竹内　規浩（鹿児島国際大学）
パネルディスカッション
司会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衣川　　恵（鹿児島国際大学）
第７回　２００８年１２月６日　「地域づくりの実体と課題―地域での取り組み経過をふまえて―」
過疎地域における産業クラスター型地域振興策の実態と課題―下川町の事例―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尾　正克（札幌大学）
中心市街地活性化策の実態と問題点―まちづくり三法との関連で―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衣川　　恵（鹿児島国際大学）
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沖縄産マンゴーのブランド力強化と栽培履歴情報の普及要件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣瀬　牧人（沖縄国際大学）
地場企業の活性化要因―北海道の地場企業を素材として―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　　　杲（元札幌大学）　　　
パネルディスカッション　
司会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本源太郎（札幌大学）
第８回　２００９年１２月５日　「地域づくりPart３―経済不況と地域再生を目指して―」
はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大城　建夫（沖縄国際大学）
沖縄における長期滞在型観光と地域づくり　　　　　宮森　正樹（沖縄国際大学）
ネットワーク・観光と地域づくり　　　　　　　　　松本源太郎（札幌大学）
地方分工場の未来と産業振興　　　　　　　　　　　富澤　拓志（鹿児島国際大学）
地域づくりにおける大学・企業・ＮＰＯ協働の人づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東濱　克紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（那覇市ＮＰＯ活動支援センター）
パネルディスカッション
司会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上　了太（沖縄国際大学）
第９回　２０１０年１２月１１日（土）　「歴史に学ぶ地域経済」
開会の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬地山　敏（鹿児島国際大学学長）
はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衣川　　恵（鹿児島国際大学）
高度成長期における地域開発政策の二律背反性と鹿児島県経済の特質　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菊地　裕幸（鹿児島国際大学）
北海道農業史におけるドイツ人招聘農家の意味　　　石井　　聡（札幌大学）
在沖米軍人等の基地外居住について―沖縄県における「基地外基地」問題―　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友知　政樹（沖縄国際大学）
歴史（近世〜近代初頭）から見た鹿児島の地域性　　中村　明蔵（元鹿児島国際大学）
パネルディスカッション
司会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富澤　拓志（鹿児島国際大学）
三大学院共同シンポジウム
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【報告①　参考資料】
実質ＧＤＰ成長率と１人当たり県民総生産・所得の格差（１９５６年度−２００７年度）
　
一人あたり県民総生産でみた経済格差の状況（４７都道府県）
松本　源太郎
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後進地域（ＯＡ）から先進地域（ＯＢ）への人口移動と限界生産力の変化
